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令
和
4（
2
0
2
2
）年
度
レ
ポ
ー
ト

◇
企
画
展

春
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政　
書
と
陶
芸
の
世
界

―
自
在
の
境
地
に
あ
そ
ぶ
―
」
後
期
展

会
期
：
3
月
23
日
〜
5
月
29
日

中
川
一
政
は
、
絵
画
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
や
篆て

ん

刻
、

陶
芸
、ま
た
挿
画
や
装
丁
な
ど
に
幅
広
く
取
り
組
み
、

何
れ
の
分
野
に
も
独
自
の
境
地
を
拓
い
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
前
期
展
（
1
月
12
日
〜
3
月
21
日
）
に

引
き
続
き
、
一
政
が
主
に
70
歳
代
以
降
に
精
力
的
に

制
作
し
た
書
と
陶
器
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
エ
ッ
セ

イ
と
共
に
紹
介
し
ま
し
た
。

一
政
は
、
自
身
の
書
や
陶
芸
が
画
家
の
余
技
と
み

な
さ
れ
る
こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、
画
と
同
様
に
全
力

で
制
作
に
向
か
い
ま
し
た
。
独
学
で
創
作
の
道
を
歩

ん
だ
一
政
は
、
永
い
陶と
う

冶や

の
な
か
で
、
自
ら
の
内
か
ら

湧
き
起
こ
る
感
動
の
表
現
を
大
切
に
し
、
上
手
下
手

の
概
念
か
ら
自
由
に
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
姿
勢
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
一
政
の
書
や
陶
芸
は
、
見

る
も
の
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
一
政

が
「
画
家
」
と
い
う
範は
ん

疇ち
ゅ
うに
収
ま

ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

夏
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政

―
薔
薇
︑
向
日
葵
︑
そ
し
て
ム
ー
ヴ
マ
ン
を
描
く
―
」

会
期
：
6
月
18
日
〜
8
月
28
日

中
川
一
政
作
品
の
魅
力
を
知
る
う
え
で
大
切
な

キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
ム
ー
ヴ
マ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

「
ム
ー
ヴ
マ
ン
」
と
は
、
動
き
を
感
じ
さ
せ
る
表
現

を
言
い
ま
す
が
、
一
政
は
美
し
く
整
っ
た
画
で
は
な

く
、
た
と
え
荒
々
し
く
と
も
今
に
も
動
き
だ
し
そ
う

な
生
き
て
い
る
画
を
追
求
し
続
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
彼
が
大
切
に
し
た
「
ム
ー
ヴ
マ
ン
」
に

は
、
も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

画
家
自
身
の
心
の
動
き
、
つ
ま
り
「
感
動
」
で
す
。

私
の
仕
事
は
、
志
は
何
ぞ
や
、
と
い
う
東
洋
の
考
え
か
ら

始
ま
る
。
東
洋
で
い
え
ば
感
動
の
こ
と
で
、
西
洋
か
ら
い
え

ば
ム
ー
ヴ
マ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
を
根こ
ん

柢て
い

に
し
て
、
私

の
仕
事
は
は
じ
ま
る
。（
中
略
）
感
動
を
殺
さ
な
い
よ
う
に
、画

面
に
定
着
す
る
こ
と
が
仕
事
だ
。（
中
略
）
私
は
薔
薇
を
か
く
。

向
日
葵
を
か
く
。
し
か
し
、
私
は
薔
薇
を
か
い
て
い
る
の
で

は
な
く
、
向
日
葵
を
か
い
て
い
る
の
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
の

形
、色
を
か
い
て
、ム
ー
ヴ
マ
ン
を
か
い
て
い
る
の
だ
。

（『
日
は
東
よ
り
出
づ
』
後

記
1
9
8
4
年
求
龍
堂
）

心
の
動
く
ま
ま
に
、

生
命
感
豊
か
な
花
を
描

き
だ
そ
う
と
す
る
姿
勢

を
、
代
表
的
な
画
題
で

あ
る
「
薔
薇
」
や
「
向

日
葵
」
か
ら
紹
介
し
ま

し
た
。

冬
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政
書
と
墨
蹟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
」

会
期
：
11
月
29
日
〜
令
和
5
年
2
月
26
日

中
川
一
政
が
70
歳
代
半
ば
か
ら
精
力
的
に
取
り
組

ん
だ
も
の
に
「
書
」
が
あ
り
ま
す
。
絵
画
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
書
も
ま
た
独
学
で
し
た
が
、
独
自
の

表
現
を
切
り
拓
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
た
も
の
に
禅

僧
の
書
・
墨
蹟
が
あ
り
ま
す
。

「
坊
さ
ん
の
書
は
手
筋
を
論
ず
る
暇
が
な
い
。
い

き
な
り
人
の
心
を
う
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の

一
点
一
劃か
く

に
精
神
の
力
が
宿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」

（「
書
を
書
く
こ
と
」『
随
筆
八
十
八
』
1
9
8
0
年
講
談
社
）

と
一
政
が
記
す
墨
蹟
の
力
は
、
そ
の
ま
ま
彼
の
書
の

魅
力
に
も
重
な
り
ま
す
。

本
展
で
は
、
融ゆ
う

通ず
う

無む

碍げ

の
境
地
に
展
開
さ
れ
る
一
政

の
書
と
共
に
、
彼
が
蒐し
ゅ
う集
し
た
墨
蹟
を
公
開
し
ま
し

た
。
墨
蹟
の
出
品
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
渡
来
僧
・

兀ご
っ

庵た
ん

普ふ

寧ね
い

や
、
南
北
朝
時
代
の
禅
僧
・
大だ
い

燈と
う

国こ
く

師し

な

ど
。
上
手
下
手
を
超
え
、
精
神
の
力
が
込
め
ら
れ
た
一

筆
が
尊
ば
れ
る
墨
蹟
と
、
そ
れ
に
鼓
舞
さ
れ
た
一
政
の

書
の
世
界
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
絵
画
で
は
季
節
の
画

題
「
椿
」
の
作
品
を
中
心
に
展

観
し
、
令
和
5
年
の
干
支
「
卯

（
兎
）」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

の
特
集
コ
ー
ナ
ー
（
下
の
写
真
）

も
設
け
ま
し
た
。

「
向
日
葵
」
１
９
７
８
年

秋
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政
と
武
者
小
路
実
篤

―
よ
み
が
え
る
1
0
0
年
前
の
扁
額
―
」

会
期
：
9
月
3
日
〜
11
月
27
日

令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
12
月
、
東
京
都
杉
並
区
永

福
の
中
川
一
政
旧
居
か
ら
、
武
者
小
路
実
篤
が
一
政

に
贈
っ
た
書
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
武
者
小
路
実
篤

書
「
真
理
に
生
き
た
男
」（
左
図
版
）
で
す
。

袋
は
く
さ
っ
た
が
／
中
に
あ
る
寶

玉
／
は
ま
す
ま
す
か
が
や
／
き
出
す

／
眞
理
に
生
き
た
／
男

二
二
、一
〇
、五
／
實
篤

一
政
兄

こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
一
政
の
著
書
（
註
1
）
に
記

さ
れ
て
お
り
、
大
正
11
（
1
9
2
2
）
年
に
実
篤
が
一

政
の
た
め
に
認し
た
ため

た
も
の
で
あ
り
、
扁
額
と
し
て
当

時
一
政
の
画
室
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
（
23
年
）
や
戦
災
を
経

て
長
く
所
在
不
明
で
し
た
が
、
親
族
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
発
見
時
は
損
傷
著
し
い
状
態
で
し
た

が
、
修
復
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
り
、
ま
さ
に
1
0
0

年
の
年
月
を
経
て
初
公
開
と
な
り
ま
し
た
。
本
展
で

は
こ
れ
を
機
に
改
め
て
二
人
の
交
流
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
一
政
愛
蔵
の
実
篤
の
書
画
を
展
示
す
る
と
共

に
、
二
人
の
著
作
や
関
連
資
料
か
ら
互
い
へ
の
思
い

を
紹
介
し
ま
し
た
。

・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・

武
者
小
路
実
篤
（
1
8
8
5
-1
9
7
6
、
文
化
勲
章
受

章
者
）
は
、『
白
樺
』
に
よ
っ
て
大
正
期
の
文
学
界
や

美
術
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、
一
政
も

ま
た
そ
の
影
響
を
受
け
た
一
人
で
す
。
実
篤
が
ゴ
ッ

ホ
や
セ
ザ
ン
ヌ
を
日
本
に
紹
介
し
た
こ
と
が
、
一
政

を
画
家
へ
と
導
い
た
の
で
す
。
一
政
は
自
身
の
人
生

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
実
篤
と
の
出
会
い
を
「
啐そ
っ

啄た
く

」（
註
2
）
と
表
現
し
、
終
生
そ
の
恩
愛
に
感
謝
と

尊
敬
の
念
を
持
ち
、
折
に
触
れ
文
章
に
認
め
て
い
ま

す
。
実
篤
も
ま
た
、
一
政
の
画
業
の
進
展
に
心
を
寄

せ
、そ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

◆
実
篤
↓
一
政

彼
の
仕
事
を
見
る
と
僕
達
も
画
が
か
き
た
く
な
り
、根
本

の
刺し

戟げ
き

を
受
け
る
の
は
事
実
で
、
彼
は
綺
麗
事
の
仕
事
を
せ

ず
に
全
力
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
ま
だ
渾
然
と
し
た
玉
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
玉
は
異
様
の
光

を
発
し
か
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
と
思
う
。（
中
略
）
中
川
の
画

が
全
力
的
な
仕
事
で
あ
り
な
が
ら
、自
ず
と
純
化
し
、輝
く
も

の
に
な
る
こ
と
を
僕
は
望
ん
で
い
る
。（
中
略
）
中
川
が
今
日
ま

で
の
仕
事
を
大
成
し
た
こ
と
を
僕
は
喜
ん
で
讃
美
し
た
い
が
、

し
か
し
未
来
の
中
川
に
一
層
期
待
を
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

（
武
者
小
路
実
篤
「
中
川
一
政
」『
現
代
日
本
美
術
全
集
第
4
巻
』

1
9
5
4
年
角
川
書
店
）

◇
一
政
↓
実
篤

あ
な
た
は
果
た
し
て
画
か
き
で
し
ょ
う
か
。同
時
に
ま
た
詩

人
で
し
ょ
う
か
。文
学
者
で
し
ょ
う
か
。ま
た
思
想
家
で
し
ょ

う
か
。そ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
な
た
は
縛
ら
れ
な
い
。私

の
頭
に
す
ぐ
浮
ぶ
の
は
一
休
さ
ん
、仙
厓
さ
ん
、白
隠
さ
ん
、こ

う
い
う
人
達
は
あ
な
た
と
同
様
に
職
人
的
手
段
に
よ
ら
ず
、最

短
距
離
で
画
を
か
い
て
い
ま
す
。あ
な
た
は
そ
う
い
う
人
に
す

ぐ
直
結
す
る
画
を
か
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

画
か
き
は
い
く
ら
で
も
出
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
こ
の
ジ
ャ
ン

ル
は
人
を
得
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で
す
。そ
し
て
そ

う
い
う
人
は
百
年
に
一
人
出
る
か
出
な
い
か
と
い
う
人
で
す
。

武
者
さ
ん
。
私
は
い
ち
ば
ん
大
切
な
時
に
あ
な
た
に
お

逢
い
し
た
こ
と
を
第
一
の
倖
せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
千

人
万
人
の
中
で
一
番
逢
い
た
い
人
に
逢
っ
た
の
で
す
。

あ
な
た
は
い
つ
も
私
の
前
を
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
私
の
一
生
涯
つ
づ
き
ま
し
た
。（
中
略
）

あ
な
た
は
此
世
を
去
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
あ

な
た
は
残
っ
た
我
々
の
心
の
中
に
生
き
は
じ
め
る
の
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
四
日　

（
中
川
一
政「
弔
辞
」『
随
筆
八
十
八
』　

1
9
8
0
年
講
談
社
）

註
1
：
中
川
一
政「
扁
額
三
つ
」

『
随
筆
八
十
八
』
1
9
8
0
年

講
談
社

註
2
：
雛
鳥
が
内
側
か
ら
、

親
鳥
が
外
側
か
ら
同
時
に
つ

つ
く
こ
と
で
殻
が
割
れ
雛
が

生
ま
れ
出
る
よ
う
に
、
両
者

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
一
致
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
好
機
を
い

う
。

武者小路実篤書「真理に生きた男」1922年
紙本墨書／39.8 × 67.0cm
（右は2021年12月 発見時の状態）

武
者
小
路
実
篤
か
ら
中
川
一

政
に
贈
ら
れ
た
書
画
が
並
ぶ

展
示
室

上）「渡津海乃（わたつみの）」
1989年／右）「茶碗」

「
兀
庵
普
寧
墨
蹟
」
13
世
紀
（
中
川
一
政
愛
蔵
品
）

二三 松任中川一政記念美術館 館報 第31号／2022年度松任中川一政記念美術館 館報 第31号／2022年度



◇
新
収
蔵
資
料（

令
和
4
年
3
月
〜
令
和
5
年
2
月
収
蔵
分
）

︿
中
川
一
政
作
品
﹀

1
油
彩
「
樹
の
上
の
少
年
」（
1
9
4
0
年
／
カ
ン
ヴ
ァ

ス
／
93
・
0
×
74
・
3
㎝
（
表
紙
図
版
））

2
油
彩
「
き
ょ
う
だ
い
」（
1
9
6
5
年
／
カ
ン
ヴ
ァ
ス

／
額
装
／
60
・
5
×
49
・
8
㎝
）

3
油
彩
「
少
女
像
」（
1
9
6
7
年
／
カ
ン
ヴ
ァ
ス
／
額
装

／
53
・
0
×
45
・
2
㎝
）

4
油
彩
「
少
年
像
」（
1
9
7
0
年
／
カ
ン
ヴ
ァ
ス
／
額
装

／
40
・
9
×
31
・
8
㎝
）

5
油
彩
「
少
女
像
」（
1
9
7
0
年
／
カ
ン
ヴ
ァ
ス
／
額
装

／
61
・
0
×
50
・
3
㎝
）

6
油
彩
「
少
年
像
」（
1
9
7
0
年
頃
／
カ
ン
ヴ
ァ
ス
／
額

装
／
60
・
6
×
40
・
9
㎝
）

7
素
描
「
樹
下
子
供
」（
1
9
3
9
年
／
鉛
筆
／
紙
／
額

装
／
18
・
4
×
25
・
0
㎝
）

8
素
描
「
パ
リ
の
散
歩
」（
1
9
5
4
年
／
鉛
筆
・
淡
彩

／
紙
／
額
装
／
23
・
5
×
30
・
5
㎝
）

9
素
描
「
幼
児
」（
1
9
6
1
年
／
鉛
筆
・
コ
ン
テ
・
淡
彩

／
紙
／
額
装
／
26
・
5
×
18
・
8
㎝
）

以
上
9
点　

横
山
七
瀬
・
中
川
陽
介
・
安
ケ
平
伸

枝
各
氏
寄
附

︿
中
川
一
政
関
係
図
書
資
料
﹀

「
春
陽
会
50
年
の
歩
み
展
」（
1
9
7
3
年
東
京
セ
ン
ト

ラ
ル
美
術
館
）
ほ
か
計
4
点
（
中
川
達
郎
氏
寄
贈
）

「
釈
迦
基
督
そ
の
他
」（
暁
烏
敏
著
中
川
一
政
装
丁

1
9
2
7
年
春
秋
社
）
1
点
（
大
嶋
利
佳
氏
寄
贈
）

「K
A
ZU
M
A
SA
EX
PO
SIT
IO
N

1
9
7
4
中

川
一
政
展
」
1
9
7
4
年
4
月
2
日
‐
27
日
パ
リ
・
吉
井

画
廊
（
1
9
7
4
年
吉
井
画
廊
）
1
点
（
田
邊
穰
氏
寄
贈
）

皆
さ
ま
の
ご
芳
志
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
度
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

令
和
5
年
秋
に
石
川
県
で
「
い
し
か
わ
百
万
石
文

化
祭
2
0
2
3
」（
10
月
14
日
〜
11
月
26
日
、
第
38
回
国
民

文
化
祭
／
第
23
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
）
が
開
催
さ

れ
ま
す
。こ
れ
に
合
わ
せ
白
山
市
で
は「
白
山
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
サ
ー
キ
ッ
ト
」（
当
美
術
館
・
市
立
博
物
館
・
千
代

女
の
里
俳
句
館
）
と
銘
打
ち
、
文
化
施
設
3
館
が
連
携

し
て
同
時
期
に
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
来
館
者
に

回
遊
し
て
芸
術
文
化
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
企

画
で
、
当
館
で
も
特
別
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
特
別
展

「
生
誕
1
3
0
年
中
川
一
政
展

百
花
繚
乱　
芸
術
の
魅
力
と
そ
の
生
き
方
」

会
期
：
令
和
5
年
10
月
7
日（
土
）〜
11
月
26
日（
日
）

中
川
一
政
の
創
作
活
動
は
絵
画
や
書
、
陶
芸
な
ど

広
範
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
さ
に
「
百
花
繚
乱
」
で
す
。

作
品
及
び
関
連
資
料
か
ら
そ
の
多
彩
な
芸
術
の
魅
力

を
紹
介
す
る
と
共
に
、
97
歳
の
生
涯
を
現
役
で
全
う

し
た
生
き
様
か
ら
、
人
生
1
0
0
年
時
代
を
生
き
る

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
す
。　

ま
た
、
本
市
の
花
「
あ
さ
が
お
」
を
題
材
に
し
た
希

少
な
作
品
の
公
開
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
書

家
・
根
本
知
氏
を
講
師
に
招
い

て
の
記
念
講
演
会
や
コ
ン
サ
ー

ト
、
俳
句
会
な
ど
関
連
事
業
も

企
画
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

本
誌
8
ペ
ー
ジ
又
は
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５ 「少女像」1970年

◇
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
等

夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
一
政
に
挑
戦
！
油
絵
を
描
い
て
み
よ
う
」

開
催
日
：
7
月
24
日

恒
例
の
油
絵
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
展
示
室
で
作
品
鑑
賞

の
後
、
実
作
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
中
川
一
政
油
彩
の
模
写
の

ほ
か
、
一
政
が
好
ん
で
描
い
た
マ

ジ
ョ
リ
カ
壺
に
実
際
に
向
日
葵

を
生
け
、
静
物
写
生
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。
初
め
て
触
れ
る
油

絵
具
や
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
な
ど
を
使
い
こ
な
し
、

思
い
お
も
い
の
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。（
参
加
者
：
9
名
）

0
歳
か
ら
の
家
族
鑑
賞
会「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ト
」

開
催
日
：
10
月
17
日

小
さ
な
お
子
さ
ん
と
そ
の
家

族
を
対
象
に
す
る
こ
の
鑑
賞
会

は
、
N
P
O
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

協
会
代
表
理
事
・
冨
田
め
ぐ

み
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

ア
ー
ト
を
通
じ
た
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
以
降
は
少
人
数
、
短
時
間
で
の
開
催
で
す
が
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
や
フ
ォ
ロ
ー
メ
ー
ル
を
活
用
し
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
0
歳
1
か
月
か
ら
4
歳
ま
で

の
子
供
達
と
家
族
が
参
加
。
併
せ
て
、
か
わ
ち
こ
ど

も
園
の
2
歳
児
ク
ラ
ス
の
鑑
賞
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

（
参
加
者
：
21
組
58
名
、
こ
ど
も
園
8
名
）

講
座
「
中
川
一
政
文
集
を
読
む
Ⅺ
―

『
中
川
一
政
文
選
』
④
」

開
催
日
：
6
月
18
日
、
8
月
20
日
、
10
月
15
日
、

12
月
17
日
、
令
和
5
年
2
月
18
日　

全
5
回

中
川
一
政
の
著
作
本
か

ら
彼
の
思
想
や
生
き
様
に

迫
る
文
集
通
読
会
で
す
。

テ
キ
ス
ト
は
昨
年
に
引
き

続
き
『
中
川
一
政
文
選
』

（
1
9
8
3
年
筑
摩
書
房
）
を

読
み
進
め
、
今
年
は
主

に
身
辺
記
を
味
わ
い
ま
し

た
。
戦
前
か
ら
戦
後
、
一

政
40
〜
50
代
に
か
け
て
の

随
筆
か
ら
は
、
身
近
な
人
へ
の
眼
差
し
や
戦
争
に
対

す
る
思
い
が
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。（
参
加
者
の
べ
39
名
）

◇
学
校
等
連
携
事
業　

対
話
型
鑑
賞
受
入
れ

認
定
こ
ど
も
園
恵
愛
　
4
歳
児
38
名

7
月
5
日

市
立
鳥
越
小
学
校
　
6
年
生
18
名

10
月
7
日

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入
れ

市
立
笠
間
中
学
校

1
年
6
名

11
月
2
日

鑑
賞
授
業
受
入
れ

金
城
大
学
短
期
大
学
部
美

術
学
科
70
名

5
月
17
日

◇
コ
ン
サ
ー
ト

い
し
か
わ
・
白
山
風
と
緑
の
楽
都
音
楽
祭
2
0
2
2
協
賛

美
術
館
ロ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト　
マ
リ
ン
バ
・
デ
ュ
オ

開
催
日
：
4
月
21
日

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
風
薫

る
ロ
マ
ン
の
調
べ
」。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
田
嶋
翠
さ
ん
と

平
松
智
子
さ
ん
を
迎
え
、
マ

リ
ン
バ
デ
ュ
オ
で
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
「
春

の
声
」
や
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス

「
白
鳥
」、
そ
し
て
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
「
白
鳥
の
湖
」
よ

り
「
ス
ペ
イ
ン
の
踊
り
」
な
ど
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

（
来
場
者
：
30
名
）

中
川
一
政
生
誕
1
3
0
周
年
記
念

バ
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日
：
令
和
5
年
2
月
14
日

中
川
一
政
の
１
３
０
回
目
の
誕
生
日
当
夜
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
ト
ロ
イ
・
グ
ー
ギ
ン
ズ
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
）
と
加
藤
純
子
さ
ん
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）
を
迎
え
て
開

催
し
ま
し
た
。
一
政
が
愛
し

た
バ
ッ
ハ
や
、
彼
と
同
時
代

を
生
き
た
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
や

イ
ザ
イ
、
レ
モ
・
ジ
ャ
ゾ
ッ

ト
ら
の
曲
を
交
え
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
作
品
と
音
楽
が
響

き
合
う
豊
か
で
情
熱
的
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

（
来
場
者
：
60
名
）

鳥
越
小
学
校
６
年
生
の
児
童
た
ち
。

学
芸
員
か
ら
の
問
い
か
け
に
、
感
じ

た
こ
と
を
自
由
に
話
し
合
い
、
他
者

の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

「
あ
さ
が
ほ
」
1
9
7
1
年

42
・
2
×
58
・
0
㎝　

廣
澤
美
術
館
蔵

４
「
少
年
像
」
１
９
７
０
年

３
「
少
女
像
」
１
９
６
７
年

２「
き
ょ
う
だ
い
」
１
９
６
５
年

６
「
少
年
像
」
１
９
７
０
年
頃９ 「幼児」1961年

８ 「パリの散歩」1954年

７ 「樹下子供」1939年

四五 松任中川一政記念美術館 館報 第31号／2022年度松任中川一政記念美術館 館報 第31号／2022年度



第
28
回

花
を
描
こ
う
絵
画
展

会
期
：
令
和
4
年
7
月
21
日
〜
7
月
31
日

会
場
：
市
民
工
房
う
る
わ
し

毎
年
恒
例
の
絵
画
公
募
展
に
、
今
年
度
は
石

川
県
内
の
小
・
中
学
校
74
校
か
ら
6
0
1
点
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
7
月
30
日
午
後
、
松
任
学
習
セ

ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
※
学
年
は
当
時
、
敬
称
略
）表彰式（松任学習センター）

▽
最
優
秀
賞

小
学
生
低
学
年
の
部

か
ほ
く
市
立
大
海
小
学
校
2
年

金
田　

一
束

小
学
生
高
学
年
の
部

白
山
市
立
旭
丘
小
学
校
5
年

福
田　
　

愛

中
学
生
の
部

白
山
市
立
北
星
中
学
校
2
年

髪
井　

真
菜

▽
テ
ー
マ
賞

花
・
風
景
画
賞

白
山
市
立
白
嶺
小
学
校
6
年

菊
地　

航
平

動
物
の
画
賞

能
美
市
立
寺
井
中
学
校
2
年

宮
部　

果
音

▽
優
秀
賞

白
山
市
立
東
明
小
学
校
1
年

橋
場　

心
咲

白
山
市
立
蕪
城
小
学
校
3
年

小
泉　

陽
子

加
賀
市
立
動
橋
小
学
校
4
年

大
池　

優
心

か
ほ
く
市
立
大
海
小
学
校
4
年

中
村　

碧
花

白
山
市
立
松
任
中
学
校
1
年

上
田　

千
華

金
沢
市
立
湊
中
学
校
1
年

道
下　

絢
音

金
沢
市
立
大
徳
中
学
校
1
年

池
田　

羽
咲

小
松
市
立
安
宅
中
学
校
2
年

西
川　

帝
志

白
山
市
立
北
星
中
学
校
3
年

林　
　

優
葵

▽
優
秀
校

白
山
市
立
石
川
小
学
校

白
山
市
立
白
嶺
小
学
校

金
沢
市
立
明
成
小
学
校

金
沢
市
立
大
浦
小
学
校

石
川
県
立
明
和
特
別
支
援
学
校
小
学
部

白
山
市
立
松
任
中
学
校

白
山
市
立
北
星
中
学
校

能
美
市
立
寺
井
中
学
校

▽
奨
励
賞

小
学
生　

平
七
乃
葉
／
荻
田
梨
乃（
以
上
1

年
）／
栄
小
百
合
／
宮
森
玲
音（
以
上
2
年
）／

小
野
千
紘（
以
上
3
年
）／
片
桐
綾
音
／
渡
辺

汐
凪
／
白
澤
瑞
／
吉
原
百
花（
以
上
4
年
）／

加
藤
美
羽
／
古
田
京
也
／
常
少
ひ
な
太
／
山
瀬

美
緒（
以
上
5
年
）／
粟
野
千
陽
／
原
田
あ
や

乃
／
勢
田
海
咲
／
辻
 観
誠
／
河
合
こ
こ
／
早
川

望
裕
／
井
戸
聖
弥（
以
上
6
年
）

中
学
生　
平
田
想
代
／
本
間
百
華
／
鈴
木
舞
／

成
瀬
陽
奈（
以
上
1
年
）／
本
多
夏
実
／
松
井

彩
華
／
北
国
三
奈
／
濱
綾
芽
／
泉
夏
日
凜
／
出

口
愛
菜
／
早
崎
沙
徠（
以
上
2
年
）／
中
津
川

ひ
よ
り
／
大
野
杏
詩
／
新
保
心
菜
／
田
畑
莉
沙

／
外
池
桃
子（
以
上
3
年
）

・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・

▼
上
位
入
賞
作
品
を
、
制
作
時
の
想
い
等
を

綴
っ
た
作
文
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

作品展（市民工房うるわし）

小
学
生
低
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

「
お
花
に
お
水
の
シ
ャ
ワ
ー
」

大
海
小
学
校
2
年　

金
田
　
一
束

「
あ
つ
い
ね
ー
。
は

い
っ
、
元
気
だ
し
て
ー
。」

と
言
い
な
が
ら
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
お
花
に
水
や

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
つ
い
日
が
つ
づ
い

て
、
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
た
に
わ
の
花
た
ち

が
、
い
き
い
き
し
て
き
ま
し
た
。
お
水
を
あ
げ

る
と
み
る
み
る
元
気
に
な
り
、
お
花
が
よ
ろ
こ

ん
で
い
る
み
た
い
だ
っ
た
の
で
、
そ
ん
な
絵
を

か
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

く
ふ
う
し
た
と
こ
ろ
は
、
花
び
ら
で
す
。
一

ま
い
ず
つ
大
き
さ
や
形
を
か
え
て
、
た
く
さ
ん

か
き
ま
し
た
。
花
び
ら
に
は
、
な
ん
本
も
、
ほ

そ
い
線
が
入
っ
て
い
て
、
か
く
の
が
た
い
へ
ん

で
し
た
。
色
は
、
ま
ぜ
た
り
、
か
さ
ね
た
り
、

い
ろ
ん
な
色
を
つ
く
り
ま
し
た
。
お
水
を
か
く

の
が
む
ず
か
し
く
て
、
ス
ト
ロ
ー
で
え
の
ぐ
を

ブ
ク
ブ
ク
ふ
い
た
り
、
色
え
ん
ぴ
つ
で
シ
ャ

ワ
ー
の
よ
う
な
、
や
さ
し
い
線
を
か
き
ま
し

た
。
お
花
は
、
お
お
ぜ
い
の
人
が
、
ぎ
ゅ
っ
と

あ
つ
ま
っ
て
い
る
学
校
の
よ
う
で
し
た
。

絵
が
、
し
ょ
う
に
え
ら
ば
れ
て
、
わ
た
し

も
、
か
ぞ
く
か
ら「
よ
か
っ
た
ね
、
お
め
で
と

う
」の
こ
と
ば
の
シ
ャ
ワ
ー
を
も
ら
え
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

「お花にお水のシャワー」「お花にお水のシャワー」

小
学
生
高
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

「
ト
ロ
ピ
カ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

旭
丘
小
学
校
5
年　

福
田
　
　
愛

私
は
、
カ
ト
レ
ア
・

ト
ロ
ピ
カ
ル
・
チ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
と
い
う

名
前
の
洋
蘭
の
絵
を
か

き
ま
し
た
。

実
物
は
、
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
花
の

図
か
ん
を
見
て
い
る
時
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
、
黄

色
の
あ
ざ
や
か
な
色
が
目
に
飛
び
こ
ん
で
き

て
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
か
っ
た
の
で
こ
の
花

に
決
め
ま
し
た
。
お
ま
け
に
、
赤
ピ
ン
ク
色
の

は
ん
点
が
花
び
ら
を
目
立
た
せ
て
く
れ
て
い

て
、
と
て
も
み
力
的
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
な
り
に
考
え
て
か
き
ま
し

た
。
か
い
て
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
ゆ
か
い
な

気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
花
の
明
る
い
色

が
私
の
心
を
明
る
く
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
や
筆
の
力
か
げ
ん
が
む
ず
か

し
か
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
な
花
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。

私
の
絵
を
見
た
人
が
南
国
の
楽
園
に
い
る
よ

う
な
、
楽
し
く
、
陽
気
な
気
分
を
味
わ
え
て
、

心
も
体
も
元
気
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
絵
を
か
き
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

中
学
生
の
部
　
最
優
秀
賞

「
清
ら
か
な
心
」

北
星
中
学
校
2
年　

髪
井
　
真
菜

暗
い
池
の
中
に
咲
く

一
輪
の
蓮
の
花
。
そ
れ

を
と
て
も
美
し
く
感
じ
、

「
描
き
た
い
」と
思
い
ま

し
た
。
実
際
描
い
て
み
る
と
、
と
て
も
大
変
で

し
た
。
特
に
苦
労
し
た
と
こ
ろ
は
、
葉
っ
ぱ
に

光
な
ど
を
入
れ
て
立
体
感
が
出
る
よ
う
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
背
景
を
ぼ
か
す
こ
と
で

主
役
の
蓮
の
花
を
よ
り
目
立
た
せ
ら
れ
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。
花
を
描
く
の
は
と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
花
び
ら
に
丸
み
を
出
す
こ
と

が
で
き
、
蓮
の
花
の
魅
力
を
引
き
立
た
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
絵
全
体
を
自
分
の
満
足
い
く
も
の
に
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
完
成
し
た
と
き
の
達
成
感
は
大
き
か
っ

た
で
す
。
最
初
は
、
自
分
の
描
き
た
い
も
の
が

上
手
く
表
現
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、

諦
め
ず
に
最
後
ま
で
描
き
切
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の

人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
を
描
い
て
い

き
た
い
で
す
。

テ
ー
マ
賞
　
花
・
風
景
画
賞

「
夜
に
か
が
や
く
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
」

白
嶺
小
学
校
6
年　

菊
地
　
航
平

今
年
ぼ
く
は
、
ホ
タ
ル

ブ
ク
ロ
と
い
う
花
を
か
き

ま
し
た
。
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ

は
、
ふ
つ
う
の
花
と
ち

が
っ
て
、
下
向
き
の
つ
り
が
ね
型
な
の
で
、
お

も
し
ろ
い
か
た
ち
だ
な
、
か
い
て
み
よ
う
か
な

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
こ
の
花
は
、
昔
、

子
ど
も
た
ち
が
、
ホ
タ
ル
を
花
の
中
に
入
れ
て

遊
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
と
い

う
名
前
が
つ
い
た
そ
う
で
す
。
な
の
で
、
ホ
タ

ル
が
花
の
中
に
入
っ
て
光
っ
て
い
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
か
い
て
み
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
の
花
の
色
は
、
む
ら
さ
き
色

で
す
が
、
全
部
同
じ
か
ん
じ
で
ぬ
ら
な
い
で
、

筆
に
水
を
多
く
ふ
く
ま
せ
て
、
こ
い
と
こ
ろ

と
う
す
い
と
こ
ろ
を
表
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

葉
っ
ぱ
の
部
分
も
、
う
す
緑
と
こ
い
緑
を
ま
ぜ

て
ぬ
り
ま
し
た
。

真
夜
中
の
広
場
で
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
一
つ
一
つ

に
ホ
タ
ル
が
入
り
、
き
れ
い
に
光
っ
て
い
る
よ

う
す
を
考
え
な
が
ら
こ
の
絵
を
か
い
て
い
る

と
、
ど
ん
ど
ん
色
を
ぬ
る
の
が
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
思
っ
た
以
上
に
良
い
作
品
に
な
っ

て
満
足
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
賞
　
動
物
の
画
賞

「
三
毛
猫
」

寺
井
中
学
校
2
年　

宮
部
　
果
音

こ
の
作
品
は
、
う
ち
で

飼
っ
て
い
る
猫
の
写
真
を

鉛
筆
画
で
模
写
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
写
真
は
4
年

前
の
も
の
で
、
日
な
た
に
当
た
り
寝
て
い
る
猫

を
、
お
母
さ
ん
が
な
で
て
い
る
と
い
っ
た
、
ふ

ん
わ
り
と
し
た
テ
イ
ス
ト
の
も
の
で
し
た
。

実
は
自
分
自
身
、
あ
ま
り
動
物
を
描
い
た
こ

と
が
無
く
、
む
し
ろ
苦
手
な
分
野
で
し
た
。
な

の
で
、
描
く
時
は
と
て
も
難
し
く
、
投
げ
や
り

に
な
っ
て
い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

鉛
筆
画
は
得
意
な
方
だ
っ
た
の
で
、
猫
へ
の
愛

と
根
性
で
描
き
上
げ
ま
し
た
。

自
分
が
特
に
気
を
つ
け
て
描
い
て
い
た
の

は
、
線
画
を
必
ず
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
し
た
。
元
は
写
真
な
の
で
、
線
画
が
つ
い
て

い
る
と
不
自
然
だ
と
感
じ
、
極
力
部
位
の
違
い

は
色
の
濃
淡
で
表
現
し
ま
し
た
。

大
き
な
紙
に
、
自
分
の
好
き
な
絵
を
描
け
、

描
い
て
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
時
間

は
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
頑
張
っ
た
か
い

が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
賞
を
い
た
だ
け
、
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。

「トロピカル パラダイス」「トロピカル パラダイス」

「清らかな心」「清らかな心」

「夜にかがやくホタルブクロ」「夜にかがやくホタルブクロ」

「三毛猫」「三毛猫」
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▼
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
2
0
2
3

白
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ー
キ
ッ
ト「
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
」

生
誕
1
3
0
年 
中
川
一
政
展

�
百
花
繚
乱 

芸
術
の
魅
力
と
そ
の
生
き
方

　

会
期
：
10
月
7
日（
土
）～
11
月
26
日（
日
）

　
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト　

10
月
7
日（
土
）

　
・
記
念
講
演
会　

10
月
22
日（
日
）

　
・
俳
句
de
美
術
館 

記
念
句
会　

11
月
23
日（
木
）

　
▼
企
画
展（
所
蔵
作
品
テ
ー
マ
展
）

2
0
2
3
前
期
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政 

絵え画
と
題モ
チ
ー
フ材
」

会
期
：
Ⅰ
期　

2
月
28
日（
火
）～
5
月
28
日（
日
）

　
　
　

Ⅱ
期　

5
月
30
日（
火
）～
10
月
1
日（
日
）

2
0
2
3
後
期
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政 

絵え画
と
随こ
と
ば筆
」

会
期
：
12
月
1
日（
金
）～
令
和
6
年
2
月
25
日（
日
）

▼
公
募「
第
29
回
花
を
描
こ
う
絵
画
展
」

　

対　
　

象
：
石
川
県
内
の
小
中
学
生

　

テ
ー
マ
：
自
由（
花
・
風
景
・
動
物
・
家
族
な
ど
）

　

募
集
期
間
：
4
月
中
旬
～
6
月
18
日（
日
）　　

　

作
品
展
：
7
月
20
日（
木
）～
7
月
30
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

市
民
工
房
う
る
わ
し

　

表
彰
式
： 

7
月
29
日（
土
）午
後
／
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ン
サ
ー
ト

美
術
館
ロ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

（「
い
し
か
わ
風
と
緑
の
楽
都
音
楽
祭
2
0
2
3
」協

賛
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）

日
時
：
4
月
19
日（
水
） 

午
後
2
時
～

中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
：
令
和
6
年
2
月（
中
旬
）

※ 

中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
ウ
イ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト 

献
花（
6
年

2
月
4
日
～
14
日
）期
間
中
開
催
予
定

令
和
5
年
度 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

※
都
合
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
�

最
新
情
報
を
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
電
話
等
で
確
認
の
う

え
来
館
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

「
中
川
一
政
文
集
を
読
む
Ⅻ
―『
中
川
一
政
文
選
』⑤
」

日
時
： 

6
月
17
日（
土
）、8
月
19
日（
土
）、10
月
21
日（
土
）、

12
月
16
日（
土
）、6
年
2
月
17
日（
土
）11
時
～

夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム「
一
政
に
挑
戦
！
油
絵
体
験
」

日
時
：
7
月
23
日（
日
）全
日 

対
象
：
小
学
4
年
生
～
中
学
生
／
定
員
：
10
人
程
度

0
歳
か
ら
の
家
族
鑑
賞
会「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・ス
タ
ー
ト
」

日
時
：
10
月
15
日（
日
）午
後
・
16
日（
月
・
休
館
日
）午
前

対
象
：
0
歳
か
ら
未
就
学
児
と
そ
の
家
族
／
要
申
し
込
み

講
師
： 

N
P
O
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
協
会

▼
対
話
型
鑑
賞
の
ス
ス
メ

　

未
就
学
児
か
ら
児
童
生
徒
を
対
象
に
、対
話
型
の

鑑
賞
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
達
の
主
体

的
な
発
言
と
対
話
か
ら
鑑
賞
を
深
め
ま
す
。多
様
性

を
認
め
合
う
心
も
育
ま
れ
ま
す
。気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特　
典　

 
入
館
料
フ
リ
ー（
特
別
展
は
別
途
必
要
）、企
画

展
ほ
か
各
種
催
し
案
内
、別
館
喫
茶
室
優
待
、

館
報
の
送
付
等

年
会
費　
一
般　

１
０
０
０
円
、高
校
生　

５
０
０
円

期　
間　
令
和
5
年
4
月
1
日
～
令
和
6
年
3
月
31
日

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時（
入
館
は
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
月
曜
日（
祝
休
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）

　
　
　
　
　

及
び
12
月
29
日
～
1
月
3
日

入 

館 

料　
一　

般　

２
０
０（
１
０
０
）円

　
　
　
　
　

高
校
生　

１
０
０（　

５
０
）円

※
特
別
展
は
別
途
設
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
障
が
い
者
手
帳
を
提
示
の
方
と
そ
の
介
護
者
1
名
は
無
料
で
す
。

※
毎
月
第
3
日
曜
日（
家
庭
の
日
）は
、市
民
の
入
館
が
無
料
で
す
。

令
和
5
年
度 

友
の
会 

会
員
募
集

利
用
案
内

題
字
揮
毫　

中
川
一
政
（
提
供　

北
國
新
聞
社
）

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館 

館
報

独
行
道 

第
三
十
一
号

　

発
行　

２
０
２
３（
令
和
５
）年
3
月

　

編
集　

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館　

　
　
　
　

〒
924
―

0888　

石
川
県
白
山
市
旭
町
61
番
地
1

　
　
　
　

電
話
／
FAX　

0
7
6（
2
7
5
）7
5
3
2

東京
大阪

白山市立松任
中川一政記念美術館

真鶴町立
中川一政美術館

8
倉光

博物館 松任城址公園

立体P P千代女の里
俳句館

◆周辺の地図

［
交
通
ア
ク
セ
ス
の
ご
案
内
］

電　

車
：
J
R
松
任
駅
※
下
車（
南
口
）徒
歩
１
分

※
普
通
列
車
で
金
沢
駅
か
ら
約
10
分
、
小
松
駅
か
ら
約
20
分

東
京
方
面 

北
陸
新
幹
線
利
用 

約
２
時
間
30
分

大
阪
方
面 

特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
利
用 

約
２
時
間
30
分

名
古
屋
方
面 

特
急
し
ら
さ
ぎ
利
用 

約
３
時
間

航
空
機
：
小
松
空
港
か
ら
車
で
松
任
方
面
へ
約
40
分

バ　

ス
：
北
鉄
バ
ス
松
任
停
留
所
下
車
、
松
任
駅
方
向
へ
徒
歩
３
分

車　
　

：
北
陸
自
動
車
道 

白
山
Ｉ
Ｃ
よ
り
白
山
市
街
・
松
任
駅
方
向
へ
約
10
分

駐
車
場
：
専
用
無
料
駐
車
場
８
台 

1
9
8
6
年
当
館
開
館
に
あ
た
り
一
政
先
生
か
ら
寄
附
さ
れ
た
作

品
群
の
中
に
「
樹
下
子
供
」（
1
9
3
9
年
／
図
版
）
が
あ
り
ま
す
。

本
作
は
戦
前
の
代
表
作
の
一
つ
で
、
画
風
転
換
期
の
希
少
な
作
品
で

す
。
画
布
の
撓
み
や
亀
裂
な
ど
が
認
め

ら
れ
た
た
め
、
こ
の
度
修
復
を
行
い
制

作
時
の
姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
奇
し

く
も
22
年
親
族
の
ご
芳
志
に
よ
り
寄
附

さ
れ
た
「
樹
の
上
の
少
年
」（
1
9
4
0

年
／
表
紙
図
版
）
は
本
作
の
少
年
と
樹

が
モ
チ
ー
フ
で
す
。
合
せ
て
公
開
で
き

る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
T
）

後
　
記

八


